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ＪＡ全農は、農薬メーカーのＢＡ
ＳＦジャパンと共同開発した栽培
管理システム「ザルビオフィールド
マネージャー」を、クボタの可変施
肥に対応した田植え機で利用で
きるようにします。衛星画像から自
動的に作成した「可変施肥マッ
プ」を基に、施肥量の自動調整が
できるようになります。施肥量の精
度向上や、施肥作業の効率化が
期待できます。２０２４年春の実装
を予定しています。
可変施肥は、作物の生育状況

や圃場（ほじょう）内の地力のばら

つきに応じて施肥量を自動調整
する取り組みです。マップは、農
機に地力の濃淡と施肥量を示す
“指示書”の役割を果たします。
衛星画像の情報からマップを

自動で作れるザルビオと、クボタ
の営農支援サービス「ＫＳＡＳ（ケ
ーサス）」を連携させました。ＫＳＡ
Ｓだけでもマップの作成は可能で
すが、施肥量の入力は手作業で、
作物の生育傾向や前年の収穫
結果などの情報が必要でした。
両システムを連携させること

で、ザルビオで作成したマップが

ＫＳＡＳ上で
も使えるよう
になります。
ザルビオ

は、ヤンマー
などの田植
え機などで
既に実装さ
れていますが、メーカー国内最大
手のクボタでの実装で、活用がさ
らに広がる見込みです。クボタで
の実装では、ＵＳＢメモリーでデー
タを移す手間も省けるようにしま
した。

２４年春の実装に向けて全農
などは実証試験を石川県内で実
施。結果を踏まえ、連携できる農
機を田植え機以外の可変施肥対
応農機にも広げていく考えです。

（日本農業新聞　2023年3月2日）

ザルビオ対応クボタ機も
田植え機へ来春にも

ザルビオを活用した
可変施肥マップの作成

（イメージ）

①ザルビオで可変施肥マップを作成 ②マップをKSASに取り込む

③マップを農機に送信、可変施肥を行う

　収益性が高い茶の生産にお
いて、収量の構成要素であり品
質にも関わる芽数は、重要な指
標の一つです。芽数は整枝管理
によって変動します。整枝管理
は現状、熟練者の経験と勘に
よって行われており、より精密な
茶の生産を行うためには、芽数
に影響する指標を数値化し、体
系的な整枝管理を行う必要があ
ります。
　そこで、芽数に影響する指標
の一つである秋整枝の際に切断
された枝条数を、簡便に把握す

るために、切断枝条を画像から
検出するAIを作成しました。本
技術は、ディープラーニングによ
る物体検出手法を用いており、
秋整枝面の切断枝条数を自動
で検出することができます。 
　AIによって検出された面積当
たりの秋整枝面切断枝条数は、

次期一番茶の新芽数と相関が
高いことがわかりました。このこ
とから、新芽数を想定した整枝
管理への活用が期待できます。
　ただし、芽数が多過ぎると出
開きが早くなる傾向にあり、ま
た、茶園の生育状況が良好でな
い場合、新芽数と摘採芽数が一
致しない場合があります。開発し
たAIは、被写体距離や解像度が
大きく異なる場合、検出精度が
悪くなるので留意する必要があ
ります。
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AI による体系的な整枝管理
収益性が高い茶の生産を目指して
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